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AI、IoT、データ連携並びにそれらを支えるデバイス技術

⚫「AI戦略2019」に掲げた教育改革、研究体制の再構築、社会実装、データ関連基盤整備、倫理等に関
する具体目標を実現（基本計画）

⚫セキュリティ問題等のネットワーク化への対応/サイバー攻撃が多様化・高度化（基本計画）

【14  AI・データの安全・安心な利活用のための基盤技術・ルールの整備】
⚫AIの利活用の拡大に当たっては、データの品質と計算能力を向上させるとともに、プライバシー、セキュリティ、倫
理などが課題として挙げられる。

⚫データの安全・安心な流通を確保しつつ、様々なステークホルダーのニーズに柔軟に対応できるデータ連携基盤
を構築することが期待されている。

⚫AI戦略の見直しを踏まえ、取り組むべき課題を具体化する。

＜事例＞※次期SIPターゲット領域有識者検討会議の有識者や委託調査等で得られた事例。RFIで提案いただく研究開
発テーマはこれらに限られないが、この程度の粒度での提案を期待。

⚫AI活用による科学的発見技術（仮説生成、信頼
度評価、自動検証）

⚫自律制御用AIに対するサイバー攻撃対策
⚫ファクトチェック等のコグニティブセキュリティ
⚫トラストの確保
⚫意図性のある不正機能検証技術

⚫データ流通基盤
⚫データ利活用阻害要因の解決（①リアルタイムデー
タ、②秘匿データ、③不完全データ）

⚫次世代半導体（ポストシリコン、高周波領域）デバ
イス産業基盤の確立
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⚫ 公益目的のための個人情報の取扱いに関するルール形成（WEF）
➢ ウェルビーイング最大化に向けたガバナンスモデルであり、医療情報等のデータを流通・活用するコンセプト

Authorized Public Purpose Access (APPA)の提案。
⚫ Global Partnership on AI（経済産業省＆総務省関与）

➢ 「責任あるAI」、「データ・ガバナンス」、「仕事の未来」、「イノベーションと商業化」、「AIとパンデミック対応」等
【データ】
⚫ データ戦略タスクフォース第一次とりまとめ（令和２年12月21日デジタル・ガバメント閣僚会議決定）

➢ データ流通市場の活性化が挙げられた。
⚫ デジタル改革関連法、地方公共団体情報システムの標準化に関する法律

➢ 国民データ活用の推進、地方公共団体の基幹系システムに関する標準化、等による行政運営の効率化と住
民の利便性の向上に期待。一方で、個人情報保護のセキュリティ面が課題。

⚫ 包括的データ戦略（内閣官房 情報通信技術（IT）総合戦略室）
➢ DTTF具体化、サイバーセキュリティ対策等の包括的なデータ戦略

【サイバーセキュリティ】
⚫ 「サイバーセキュリティ戦略」（政府、令和３年９月閣議決定）

➢ サイバー攻撃観測技術の高度化や、AI 技術による攻撃挙動解析の自動化技術に係る研究開発、AI for 
Securityの推進、Security for AIの技術課題の検討

【AI（機械学習）】
⚫ AI戦略2021（内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局令和3年5月）（見直し中）

➢ 社会・経済活動に真に役立つAIの社会実装の促進に重点
⚫ AI 原則の実践の在り方に関する検討会（経済産業省）

➢ 安心・安全で信頼性のあるAIの社会実装（説明可能AI、品質保証や信頼性評価を含む）
【半導体産業】
⚫ 半導体・デジタル産業戦略（令和3年6月経済産業省）

➢ 海外企業との共同開発・生産、メモリ・センサー・パワー等半導体の供給力を高めるための半導体工場刷新等
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出典：内閣府、新ＡＩ戦略検討会議（第4回）、AI戦略2021 の大目標と具体目標の一覧（事務局説明資料）


